
第２回 枝幸町立南地区小学校適正化準備会議  会議記録 

【日 時】令和 8 年 3 月 27 日（金）14 時 00 分 

【場 所】音標小学校 k 

【参加者】 

・委 員：3 名 

・教育委員会：4 名 

【議事次第】 

1. 開 会 

2 .    議 事 

 （1）各地域部会報告について 

 （2）スクールバスについて 

      （3）その他 
 

【議事（1）各地域部会報告について】 

各部会長より、これまでの地域部会における検討状況について説明 

〇風烈布小学校部会 

 ・学校行事、教育活動については、現行の教育活動を基盤としつつ、来年度以降は交流学 

習、プール・スキー等の取組を継続・充実する 

  ・閉校式については、負担の少ない小規模・簡素な形での実施が望ましいとの意見があっ 

た。また、記念式典・記念品についても簡素化し、既存資料（卒業文集等）の活用を検 

討する。 

  ・学校の備品関係については、音標小学校で必要となる備品を優先的に回してほしいとの 

要望があった。 
  
〇音標小学校部会 

 統合に関する不安や要望について、事前アンケートを実施し、優先順位の整理を行った。 

 ・最優先事項は「子どもの命と安全の確保」「教育の質の向上」であり、統廃合は「誰か 

の都合」ではなく、「子どものため」に行ってほしいという強い要望があった。 

・施設・教育環境については、校舎の老朽化、教室の狭さ、ロッカー・収納スペースの不 

足、水回り環境（トイレ・手洗い）の改善、図書室がないことが課題として挙げられた。 

・教職員住宅については老朽化が著しく、早期の整備を強く要望する意見があった。 

・教職員体制については、児童数に見合った教職員を配置し、統合時に教職員不足が生じ 

ないよう配慮してほしいとの要望があった。 
 
 
 
 



【議事（2）スクールバスについて】 
 
〇風烈布小学校部会 

 ・個別送迎にした場合、乗車時間が長くなるため、教育委員会が示している運行案が妥当 

であるとの意見であった。 

 ・学校跡地を児童送迎用の駐車場として利用させてほしい（閉校後も町による除雪をお願 

いしたい）。 

 ・バス待合所については、雨や風雪への備え、熊の出没等を考慮し、設置を望む意見があ 

った。 
 
〇音標小学校部会 

 ・スクールバスの長時間乗車に対する不安の声があった。 

・国道沿いなどの危険箇所について、バス停位置を含めた安全対策を求める意見があっ 

た。 
 
【事務局報告】 

第 1 回会議での意見を受け、「枝幸町立小学校及び中学校の適正規模・適正配置に係る準備

会議規程」に、「会議は、各構成学校ごとに 1 名以上が出席しなければ開くことができな

い。」との規定を追加する改正を行った。 
 

【意見交換】 

① スクールバスについて 

・通学時間が長くなり、児童の身体的・精神的負担が増えるため、乗車場所や運行ルート 

を柔軟に見直してほしいとの意見があった。 

→ 乗車場所については、児童数や入学予定者の変動を踏まえ、毎年、確認・検討を行う。 

・バス待合所について、雨や風雪への備え、熊の出没等を考慮し、設置を望む意見があっ 

た。 

→ 待合所の必要性については、教育委員会として認識しており、コミュニティセンター等の 

公共施設の活用を含め、現実的な運用方法を検討していく。 

② 学校施設・教職員住宅の老朽化について 

・校舎及び教職員住宅の老朽化について意見があった。 

→ ・工夫により対応できる部分については引き続き工夫していくが、限界がある部分につ 

  いては、前向きに検討する必要性と理由を整理する。 

・教員住宅は、令和 9 年度以降の整備について、役場と協議している。 

③ 通学路について 

・学校が国道に隣接しており起伏や見通しの悪さもあることから、保護者から安全性に対す

る不安の声が多く、バス停位置を含めた対策をしっかり進めてほしいとの意見があった。 

→  国道に関する安全対策については、町の総務課が窓口となり、国や警察に要望・協議 

を行っている。学校・地域からの要望は今後も継続してほしい。 
 
 



④ その他 

 ・責任者・窓口体制について 

→ 人事異動があったため、体制が確定次第、改めて周知する。 

 ・音標小学校が拠点校として機能していくために必要な改修箇所について、音標小学校長から 

現地確認及び詳細説明を委員に対して行った。 
 

【今後のスケジュール】 

・第 3 回準備会議は 5 月下旬から 6 月上旬に開催予定  

 ・スクールバスについて 

 ・拠点校の整備について 
 


